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ﾈい者グ後の出血 沈　着 歯石沈着 歯石沈着
あり あり
総　数 72．88 11．33 29．06 25．36 11．48 7．14 4．07 16．91 10．21
5～14歳 36．51 18．80 17．44 0．27 0．00 0．00 0．00 52．59 10．90
15～24歳 65．17 20．57 34．22 10．39 4．28 0．00 0．00 34．83 一
25～34歳 79．17 17．10 40．55 19．86 7．31 1．66 1．10 20．83 一
35～44歳 84．27 12．00 40．82 25．69 10．56 5．76 3．36 15．73 一
45～54歳 88．44 9．39 35．60 33．23 14．04 10．22 5．88 10．11 1．44
55～64歳 85．79 7．51 28．24 37．35 18．14 12．69 7．42 7．86 6．34
65～74歳 72．73 6．95 20．24 34．31 16．21 11．23
　s　」
U．26 4．80 22．47















































































































































































































































































































































































































































































































































































年代群 20代群 30代群 40代群 50代群 60代群 70代群
臨床アタッチメン　男性群　5．50±2．20　5．74±1．55　5．46±1．46　5．72±1．19　5．15±1．81　4．89±0．75
トロス（mm）　　　　　　　　　N＝6　　　　　N＝12　　　　　N＝30　　　　　N＝31　　　　　N＝28　　　　　N＝6
女性群　4．89±1．48　5．43±1．58　5．25±1．71　5．35±1．63　6．31±1．92　6．13±1．　50
　　　　　N＝12　　　　N＝17　　　　N＝24　　　　N＝33　　　　N＝23　　　　N＝4
平均値±標準偏差
し（図5－1・2，表9），年代群においては
40，50代群以降で有意な減少を示した（図6－
1・2，表10）．またMCWは閉経後年数と負の
相関関係を認めた．女性被験者の平均閉経年齢が
40代後半であったことから，これ以降女性ホルモ
ン分泌の急激な減少が歯周病患者のMCWの急
速な減少を進行させる可能性を示した．MCWは
　　　　　　　＊：p＜0．01　＊＊：p〈O．05
第3腰椎骨の海綿骨代謝に近い21）こと，MCWと
閉経後年数との有意な負の相関関係，MCWと女
性群の歯槽骨吸収量との有意な相関関係が示され
たことから，MCWは閉経後骨粗繧症の診断と同
時に歯槽骨吸収量を予測する指標となる可能性が
示された．さらに女性群の閉経後群において
MCWと臨床的アタッチメントレベルとの相関関
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図6－1：年代群によるMCWの比較（男性群）
図5－1：男性群女性群におけるMCW
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図6－2：年代群によるMCWの比較（女性群）
図5－2：男性群女性群におけるC－PMI 表10：年代群によるMCWの比較
表9：男性群，女性群におけるMCW，　C－PMIの
　　比較
年代群 男性群 女性群
MCW C－PMI
男性群（N＝113）
女性群（Nこ113）
閉経前群（N＝56）
閉経後群（N＝57）
：：1：1：：1：ヨ
4．83　±　0．87
O．277　±　0．045
0．276　±　　0．044
4．38　±　0、61
閉経後1～5年群（N＝＝19）　4．74±O．47
閉経後6～10年群（N＝＝20）　4．27±0．42
＊
＊
閉経後11年以上群（N＝18）4．23±0．81
＊
＊＊
＊
0．281　±　0．046
0．271　±　0．041
O．289　±　0．030
0．262　±　 O．045
O．265　±　0．044
20代群　5．058±1．594　　　4．345±0．815
　　　　　N＝6　　　　　　　　　N＝12
30代群　5．133±0．639≡－4．478±0．866
　　　　　N＝12　　　　　　　N＝17
40代群　5．183±0．972⊥　4．963±0．731
　　　　　N＝30　　　　　　　N＝24
50代群　5．277±0．819－L　4．820±0．704　＊
　　　　　N＝31　　　　　　　N；33
60代群　5、196±工．012－L　4．　281±O．　692
　　　　　N・＝28　　　　　　　N＝23
70代群　4．933±1．073　　　3．863±0．41
　　　　　N＝6　　　　　　　　　N＝4
＊
＊
係を認めた．この結果はMCWが歯周病に罹患
した女性患者，特に閉経後の患者において臨床的
アタッチメントレベルの変化を知る方法としても
期待が持たれる．逆にC－PMIは歯槽骨吸収量等
の指標とはならないことが示された．
　またパノラマX線写真における歯槽骨吸収量
による閉経前後の評価は先に報告したデンタルX
線写真の結果14・15）と同様であったこと，MCWの
計測が可能であること，必要な撮影時間が短縮で
きることからデンタルX線写真と比較してパノ
ラマX線写真の有効性が示された．
　今回のMCW値は先に報告された値22）よりも
どの年齢群においても小さい値を示した．この結
果は骨粗霧症においてホルモン分泌減少が発症に
平均値±標準偏差　　＊：pく0．01
　　　　　　　　＊＊：p＜0．05
関係するように，歯周病も同時期に骨代謝の変化
に影響を受けている証左となる．また田口ら22）は
MCWが一2SDを越えると今回の被験者のうち
腰椎骨折の危険が高まると報告している．そこで
これに該当する女性被験者に内科の受診を勧めた
ところ，全て閉経後骨粗霧症と診断された．この
結果からMCWという簡便なX線写真パラメー
ターは骨粗霧症患者の歯科領域からの推測が実際
に可能であることを示した．
　閉経後骨粗髪症はホルモンの分泌が減少する閉
経前後と骨代謝が活発でなくなる閉経後10年以上
の2段階にわたって進行するという仮説があ
86 音琴，太田：歯周疾患と骨粗霧症の関わり
る23）．閉経後1－5年群に対して閉経後11年以
上群で有意に歯槽骨吸収量が減少していた結果
（図2－1・2，表6），閉経直後の50代群から
MCWが有意に減少していた結果（図5－1・
2，表9）および閉経後年数と歯槽骨吸収量の有
意な相関関係と閉経後年数とMCWの有意な負
の相関関係を認めた結果はこの説を裏付けてい
る．
4　歯周疾患と骨粗彩症についての基礎的研
　　究と将来への展望
　1）基礎的研究
　筆者らは歯周疾患と骨粗霧症についての臨床的
研究と並行して基礎的研究を行っている．著者ら
は卵巣を摘出した骨粗髪症モデルSD系雌ラット
を作製して歯周疾患との関連を調査している．若
年ラットに卵巣摘出手術を行った群，偽手術を
行った卵巣非摘出ラット群，成年ラットに卵巣摘
出手術を行った群，偽手術を行った群およびそれ
ぞれの対照とした雄ラット群を作成し，その後の
下顎骨と歯槽突起の変化を病理組織学的観察にて
骨粗髪度を検討した．その結果，卵巣摘出群にお
いては骨粗髪度が下顎骨体および歯槽突起で増加
し，血清中Ca濃度も減少していた．
　そこで骨粗霧症が発症して骨代謝に変化があっ
た場合，それを補うように治療（エストロゲン療
法，カルシウム摂取，運動等）に配慮する必要が
ある．そこで現在行なわれている歯槽骨に対する
歯槽骨再生誘導法（Guided　Bone　Regeneration，
GBR）法による再生療法を利用して，骨粗霧度
が増加した状態への有効性を検討した．まず骨粗
髪症モデルラットの下顎角において人工的歯槽骨
欠損を作成した．これに対して吸収性膜であるコ
ラーゲン膜（ティッシュガイド・高研，東京）を
用いることによるGBR法の効果があるかを上記
各群において検討した結果，骨粗髪度に関わらず
再生が行なわれ得ることが示されている（注）．
　2）臨床での注意点
　臨床においては，診断時に骨粗髪症の可能性を
疑うため，パノラマX線写真を撮影し，MCW
の有意性を用いて診断する．治療は現在の歯周疾
患に対する保険治療を基本にして行うが，生活習
慣指導はロ腔内のプラークコントロールに留まら
ず全身健康管理の一環として運動や栄養摂取指導
を積極的に行なうことが必要となる．また歯周外
科治療においては必要に応じてGTR膜を用いた
再生療法を活用することが有効であろう．
　3）将来への展望
　前述の様に，臨床的にパノラマX線写真を用
いて骨粗霧症の可能性を簡便に診断出来ることが
示された現在，より精度を上げる必要がある．パ
ノラマX線写真を用いることにより，下顎下縁
の計測は可能であるが，骨粗霧度を計測するには
やはり歯槽突起の骨密度を安定して計測できるポ
イントを比較的簡便に設定する必要があり，実際
の骨密度との相関について検討を加える必要があ
る．さらに若年者からのデータを元に粗髪度を把
握できる計測点を確立し，現在行われている24）デ
ジタルX線写真を用いた粗霧度診断に留まら
ず，3次元デジタルパノラマX線写真にてより
明確に診断していくことも検討課題である．骨塩
量を顎骨において定量する方法の開発も併せて検
討しなくてはならない．
　また治療方法についても，GTR膜を用いる再
生療法に留まらず，エナメル基質タンパクを用い
た再生療法の効果をも検討する所存である．
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